
《日建連表彰2024 第5回土木賞受賞プロジェクト・構造物》　秋田新幹線斉内川橋りょう改築工事／ＪＲ横須賀線武蔵小杉駅２面２線化他／首都高速道路　高速
大師橋更新事業／新日下川放水路工事／新宿駅東西自由通路新設他／清内路水力発電所 新設工事の内 土木・建築本工事／玉来ダム本体建設工事／東
海道線支線南２地区路盤新設他工事／阪神高速３号神戸線床版更新工事／三ツ子島埠頭 第三桟橋新設工事／【特別賞】蔵玉隧道・拡幅工事〔県単道路
改良（幹線）工事〕／【特別賞】白川発電所　熊本地震の震災復旧工事

土木賞は、募集の前年末までに概ね竣工した土木分野のプロジェクト・構造物を対象に、事業企画、計画・設計、施工、及び維持管理などに
関する総合評価により選考を行います。選考に当たり、特に、施工プロセスの視点（施工プロセスの改善、良質な社会資本の効率的創出、土木
技術の発展・伝承など）を重視しています。

　
秋
田
県
中
央
部
を
流
れ
る
斉さ

い

内な
い

川が
わ

は
、二
〇
一
五
年
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
大

規
模
氾
濫
が
発
生
し
、斉
内
川
橋
り
ょ
う

の
上
流
約
一・五
㌔
㍍
地
点
に
お
い
て
堤

防
が
決
壊
、約
八
㌶
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
こ
と
を
受
け
、一
径
間
開
床
式
Ｐ

Ｒ
Ｃ
ラ
ン
ガ
ー
橋（
橋
長
七
一・一
㍍
）

を
採
用
し
た
新
幹
線
で
は
初
と
な
る
横

取
り
一
括
架
設
に
よ
る
橋
り
ょ
う
改
築

工
事
を
行
っ
た
。

　
計
画
高
水
位（
Ｈ
．Ｗ
．Ｌ
）の
確
保
、

河
積
阻
害
率
の
低
減
な
ど
の
河
川
側

ニ
ー
ズ
、現
状
の
軌
道
高
維
持
、施
工
に

よ
る
列
車
運
休
や
速
度
規
制
最
小
化
な

ど
の
鉄
道
側
ニ
ー
ズ
双
方
が
求
め
ら
れ
、

当
初
計
画
・
設
計
お
よ
び
施
工
方
法
の

抜
本
的
見
直
し
が
最
重
要
課
題
で
あ
っ

た
。

　
実
施
工
に
お
い
て
は
、夜
間
の
列
車
間

合
い（
四
二
〇
分
）で
計
測
～
施
工
～
確

認
を
日
々
繰
り
返
し
、軌
道
へ
影
響
な
く

非
開
削
で
施
工
を
完
了
し
た
。ま
た
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
や
鉄
筋
が
過
密
な
開
床
式
Ｐ

Ｒ
Ｃ
ラ
ン
ガ
ー
橋
の
た
め
、実
物
大
試
験

体
に
よ
る
打
設
計
画
の
妥
当
性
を
検
証

し
、新
橋
り
ょ
う
の
品
質
確
保
に
努
め
て

い
た
。

　
最
大
の
特
徴
と
し
て
、横
取
り
一
括

架
設
当
夜
は
、 

①
す
べ
り
面
の
浮
き
上

が
り
、②
橋
軸
方
向
の
ズ
レ
、③
既
設
桁

重
量
が
不
明
、④
新
橋
り
ょ
う
が
施
工
精

度
に
収
ま
ら
な
い
、⑤
作
業
が
多
数
か
つ

輻
輳
な
ど
の
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
た
な

か
、こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、①
あ
ら
か

じ
め
仮
設
橋
台
の
杭
を
新
橋
台
の
フ
ー

チ
ン
グ
に
支
持
さ
せ
る
設
計
と
し
た
こ

と
、②
新
橋
り
ょ
う
に
ガ
イ
ド
ロ
ー
ラ
ー

お
よ
び
橋
軸
方
向
ジ
ャ
ッ
キ
を
設
置
、

③
事
前
に
ジ
ャ
ッ
キ
で
地
切
り
を
行
い

桁
重
量
と
作
業
半
径
を
確
認
、④
新
橋

り
ょ
う
を
自
在
に
移
動
で
き
る
か
の
検

証
、⑤
作
業
内
容
を
す
べ
て
洗
い
出
し
、

必
要
な
作
業
時
間
を
検
討
し
た
こ
と
で
、

制
約
時
間
内
に
工
事
を
完
了
さ
せ
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　
新
橋
り
ょ
う
と
新
橋
台
の
構
築
を
同

時
に
進
行
さ
せ
、一
括
撤
去
・
架
設
に
よ

り
架
け
替
え
ま
で
の
工
程
を
約
二
年
短

縮
し
、時
間
制
約
が
あ
る
な
か
で
、在
来

線
へ
の
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
な
く
橋

り
ょ
う
架
け
替
え
を
完
了
、秋
田
県
が
進

め
る
斉
内
川
河
川
改
修
事
業
の
早
期
完

了
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
本
工
事
は
、こ
れ
ら
の
施
工
プ
ロ
セ
ス

に
よ
り
、日
建
連
表
彰
土
木
賞
に
値
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

受
賞
理
由

1. エレメント推進設備（発進立坑側）　2. 鋼製箱型Box（JESエレメント）挿入の人力掘削　3. 道床バラスト直下でのエレメント推進完了
4. 200tクローラークレーンによる現橋りょうの撤去

55

詳細や他の写真などは
左記の二次元コードから
Webページにアクセスしてご覧ください。

44

秋田新幹線斉内川橋りょう改築工事　概要
● 所　在　地　秋田県大仙市長野地内
● 施設管理者　東日本旅客鉃道㈱
● 設　計　者　JR東日本コンサルタンツ㈱
● 施　工　者　鉄建建設㈱
● 関　係　者	 ㈱ジェイテック、ユニオン建設㈱、㈲羽賀興業、川田建設㈱、
	 宮地エンジニアリング㈱、第一建設工業㈱、日本電設工業㈱、
	 ㈲日装施設、㈱ハンシン建設、日本基礎技術㈱
● 着　工　日　2017年7月27日
● 竣　工　日　2023年2月28日
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